






































　本稿は，O. Olsson著の ‘Essentials of Advanced Macroeconomic Theory, 














































































　　 ＝Σ 1（1＋r）t［Pt F（Lt, Kt）－wt Lt－PtI It］ （9．1）
（9．1） 式において，Πtはその経済の t時点における利潤総額，rは利子率，
Ptは企業が生産する財（総産出量 Y）の価格（指数）である。wtは賃金率，



















　  s.t. Kt＋1＝Kt（1－d）＋It　　　各期　t＝（0, 1, ..., T） （9．3）
　ラグランジュ関数を次式のように定義する。
Γ＝Σ 1（1＋r）t［Pt F（Lt, Kt）－wt Lt－PtI It］
































































































































界 q（Tobin’s marginal q）と呼ばれている。トービンの限界 qは，t─1 期
に資本ストックが 1単位増加したときの t期における企業価値の変化分 Pt 




 で t─1 期に割り戻した価値として表される。
　企業価値の上昇は，収入の増加 Pt FKtと資本価値の上昇 PtI（1－d） から生
じる。FKtは収益の逓減性という性質から Ktが増加するにつれて減少する。
















































































































































































　ある実数値関数 f（x）を考えよう。ここで，x∈Rである。ある点 x0 で評価
した関数 fの導関数を，f ’（x0）あるいは 
df（x）

















































　2つの関数 f1（x） と f2（x） を考える。関数 f（x）＝ f1（x）＋ f2（x） の導関数は
次式で与えられる。
f ’（x）＝ f 1’（x）＋ f 2’（x） （15．7）
この法則は，任意の有限な数の関数の和に一般化することができる。たとえ
ば，次のような関数，f（x）＝x2＋exを考えてみよう。この関数は明らかに 2





　ある関数 gについて関数 fを f（x）＝cg（x）のように定義する。ここで c∈R
である。関数 fの導関数は次式で与えられる。
f ’（x）＝cg’（x）　　∀x∈A （15．8）
例として，関数 f（x）＝4x3 を考えてみよう。ここで，f ’（x）＝4・3x3－1＝12x2
であることはすぐにわかるであろう。c＝－ 1とおき，2つの法則（関数の
和の法則とスカラー積の法則）を合わせると，微分の差 f＝ f1－ f2 の法則，
すなわち f ’（x）＝ f1’（x）－ f2’（x）を導くことができる。
15．3．3　関数の積
　2つの関数 f1（x）と f2（x）について，f（x）＝ f1（x） f2（x）の導関数は次式で与
えられる。






































して，関数 h（x）＝ex2＋1 を考えてみよう。この関数は，hが xの関数である
他の関数 gの関数になっているという意味で合成関数と呼ばれる。つまり，
g（x）＝x2＋1，f（y）＝eyとおいたとき，yの中に g（x）を代入すると，h（x）＝ 












































































































































＊　 本翻訳は，原著「Essentials of Advanced Macroeconomic Theory」の著者である Ola 







2）　次号では，第 11 章 “IS─MP, Aggregate Demand, and Aggregate Supply”を掲載する
予定である。

























　以下，参考文献として原著の第 9章と第 15 章の本文および脚注の中で記載のあ
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